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PWRで使⽤されている代表的なケーブルについて、熱中性⼦照射によって⽣成する放射性核種を粒⼦・重イ

オン輸送計算コードPHITSと放射化計算コードDCHAIN-SPを組み合わせて評価を行った。 
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1. 緒言 

原⼦⼒発電所で使われるケーブルが、炉心近傍で中性子照射を受けて放射化されたときに、ケーブル中に

どのような核種が生成されるのかについては十分な情報がない。そこで本研究では、PWRで使⽤されている

代表的なケーブルについて、熱中性⼦照射によって⽣成

する核種を粒⼦・重イオン輸送計算コードPHITSと放射化

計算コードDCHAIN-SPを用いて評価した。 

 

2. 計算方法 

 PWR で用いられている代表的なケーブルの成分分析

の結果[1]を用いて計算を行った。計算では、長さ 1 cmの

ケーブルの側面から 0.025 eV の中性子ビームを照射する

体系とし、40 年間の中性子照射の後、5 年間の冷却期間

を設定し、ケーブル中に生成する核種の放射能を求めた。 

 

3. 結果 

図 1 に計算結果の一例として 600V 電力ケーブル

（FR-PSHV）の導体部分（錫めっき軟銅）について計算を行った結果を示す。ケーブルの導体中に残留す

る主な核種として Ni-63及び Zn-65 の他、Sb-125や Te-125mが生成されることが分かった。 
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図 1 ケーブル導体中に生成される核種の放射能 
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